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二

○
告
　
　
　
　
　
示

大
分
県
告
示
第
二
百
四
十
九
号

　

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国

の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成

六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
よ
り
生
活
保
護
法
の
規
定
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
を

含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
、
医
療
扶
助
の
た
め
の
医
療
を
担
当
さ
せ
る
機
関
と
し
て
、
次
の
医
療
機
関
を
指

定
し
た
。

　
　

令
和
七
年
五
月
二
十
三
日

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

医
療
機
関
の
名
称

開
設
者
の
氏
名

所　
　

在　
　

地

指
定
年
月
日

玄
々
堂
高
田
病
院

医
療
法
人
玄
々
堂

豊
後
高
田
市
界
三
七
八
番
地
二

令　

七
・　

三
・　

一

毎
週　

火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）　

発
行
人　

大　

分　

県　
　

編
集　

三
恵
印
刷
株
式
会
社　
　

（
定
価　

一
箇
年　

三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

の
ぞ
み
歯
科
三
光

医
療
法
人
博
真
会

中
津
市
三
光
佐
知
一
〇
三
二
イ
オ
ン

モ
ー
ル
三
光
一
Ｆ

令　

七
・　

三
・　

一

よ
し
む
ら
薬
局

有
限
会
社
別
府
よ

し
む
ら

別
府
市
元
町
七
―
一

令　

七
・　

三
・　

一

中
央
薬
局

有
限
会
社
大
信
興

産

別
府
市
駅
前
町
二
―
二
九

令　

七
・　

三
・　

一

ひ
ま
わ
り
調
剤
薬

局

株
式
会
社
博
愛
中

井
調
剤
薬
局

中
津
市
中
央
町
一
丁
目
九
番
三
五
号

令　

七
・　

三
・　

一

ウ
エ
ガ
キ
調
剤
薬

局
玉
津
支
店

有
限
会
社
エ
ン
ド

ル
・
ウ
エ
ガ
キ
薬

局

豊
後
高
田
市
玉
津
一
三
〇
八
番
地
一

号

令　

七
・　

三
・　

一

み
さ
と
薬
局
挾
間

店

株
式
会
社
み
さ
と

薬
局

由
布
市
挾
間
町
挾
間
二
七
〇
番
地
一

令　

六
・　

六
・　

一

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
二
百
五
十
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
六
年
政
令
第
十
二
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
同
令
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
自
治
法
施

行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
大
分
県
母

子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
未
収
金
回
収
業
務
を
委
託
し
た
。

　
　

令
和
七
年
五
月
二
十
三
日

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

一　

受
託
者
の
住
所
及
び
名
称

　
　

東
京
都
港
区
芝
浦
三
丁
目
十
六
番
二
十
号

　
　
　

ニ
ッ
テ
レ
債
権
回
収
株
式
会
社

　
　
　
　

代
表
取
締
役　

長　

岡　

智　

重

二　

委
託
期
間

　
　

令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
二
百
五
十
一
号

　

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
及
び
第
八
条
第
一

（
告
示
）
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和
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五
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二
十
三
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大
分
県
報

二

項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
特
定
施
設
の
設
置
及
び
構
造
等
の
変
更
の
許
可
申
請
が
あ
っ
た
。

　

な
お
、
次
の
と
お
り
当
該
特
定
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
及
び
構
造
等
を
変
更
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す

影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に
基
づ
く
事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
七
年
五
月
二
十
三
日

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

一　

申
請
の
概
要

　

１　

申
請
者
の
住
所
及
び
名
称
並
び
に
そ
の
代
表
者
の
氏
名

　
　
　

東
京
都
中
央
区
八
重
洲
一
丁
目
四
番
十
六

　
　
　
　

東
京
建
物
株
式
会
社

　
　
　
　
　

代
表
取
締
役　

社
長
執
行
役
員　

小　

澤　

克　

人

　

２　

特
定
事
業
場
の
所
在
地
及
び
名
称

　
　
　

由
布
市
湯
布
院
町
川
上
四
百
六
十
番
六
ほ
か
全
七
筆
（
西
側
区
画
）
、
四
百
四
十
七
番
一
、
四
百
五

　
　

十
番
ほ
か
全
七
筆
（
東
側
区
画
）

　
　
　
　

金
門
坑
。

　

３　

設
置
さ
れ
る
特
定
施
設
の
種
類

　
　
　

水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
百
八
十
八
号
）
別
表
第
一
第
六
十
六
号
の
三　

　
　

イ　

ち
ゅ
う
房
施
設
及
び
ハ　

入
浴
施
設

種

類

ち
ゅ
う
房
施
設

能

力

八
〇
調
理
食
／
日

工

事

着

手

予

定

年

月

日

許
可
後

工

事

完

成

予

定

年

月

日

令
八
・
四
・
三
〇

使

用

開

始

予

定

年

月

日

令
八
・
六
・
一

使

用

時

間

間

隔

連
続

一
日
当
た
り
の
使
用
時
間

一
六
時
間

使

用

の

季

節

的

変

動

な
し

汚
水
等
の
一
日
当
た
り
の
量

単

位

通　

常　

の　

値

最　

大　

の　

値

㎥
／
日

　
　
　
　

四
・
八

　
　
　
　

七
・
二

項

目

単

位

通　

常　

の　

値

最　

大　

の　

値

（
告
示
）

汚
水

等
の

汚
染

状
態

の
値

水
素
イ
オ
ン
濃
度

五
・
八
～
八
・
六

五
・
八
～
八
・
六

生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
㎎
／
Ｌ

一
六
〇

二
〇
〇

化
学
的
酸
素
要
求
量
㎎
／
Ｌ

　

八
〇

一
〇
〇

浮

遊

物

質

量
㎎
／
Ｌ

一
二
〇

一
六
〇

窒

素

含

有

量
㎎
／
Ｌ

　

四
〇

　

五
〇

り

ん

含

有

量
㎎
／
Ｌ

　

一
二

　

一
五

種

類

入
浴
施
設

能

力

①

〇
・
五
八
㎥　
　

四
基

②

〇
・
七　

㎥　
　

四
基

③

〇
・
六
八
㎥　
　

二
基

④

〇
・
五
一
㎥　
　

一
基

工

事

着

手

予

定

年

月

日

許
可
後

工

事

完

成

予

定

年

月

日

令
八
・
四
・
三
〇

使

用

開

始

予

定

年

月

日

令
八
・
六
・
一

使

用

時

間

間

隔

連
続

一
日
当
た
り
の
使
用
時
間

一
八
時
間

使

用

の

季

節

的

変

動

な
し

汚
水
等
の
一
日
当
た
り
の
量

（
①
②
は
四
基
分
、
③
は

二
基
分
の
水
量
を
記
載
）

単

位

通　

常　

の　

値

最　

大　

の　

値

㎥
／
日

①

　

三
六
・
四

　
　
　

三
六
・
四

②

　

四
三
・
八

　
　
　

四
三
・
八

③

　

二
一
・
二

　
　
　

二
一
・
二

④

　
　

〇
・
五

　
　
　
　

一
・
〇

項

目

単

位

通　

常　

の　

値

最　

大　

の　

値



令
和
七
年
五
月
二
十
三
日

大
分
県
報

三

汚
水

等
の

汚
染

状
態

の
値

水
素
イ
オ
ン
濃
度

五
・
八
～
八
・
六

五
・
八
～
八
・
六

生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
㎎
／
Ｌ

　

一
〇

　

二
〇

化
学
的
酸
素
要
求
量
㎎
／
Ｌ

　

一
五

　

三
〇

浮

遊

物

質

量
㎎
／
Ｌ

　

一
〇

　

二
〇

窒

素

含

有

量
㎎
／
Ｌ

　

一
〇

　

一
五

り

ん

含

有

量
㎎
／
Ｌ

　
　

二

　
　
　
　

二
・
五

　

４　

変
更
し
よ
う
と
す
る
特
定
施
設
の
種
類

　
　
　

水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
別
表
第
一
第
六
十
六
号
の
三　

ハ　

入
浴
施
設

　

５　

変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項
の
内
容

　
　
　

特
定
施
設
の
使
用
の
方
法
、
特
定
施
設
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
水
等
の
処
理
の
方
法
、
排
出
水
の
汚
染

　
　

状
態
及
び
量

（
告
示
）



令
和
七
年
五
月
二
十
三
日

大
分
県
報

四

　

６　

変
更
し
よ
う
と
す
る
特
定
施
設
の
構
造
及
び
使
用
の
方
法

区

分
　

変

更

前

　

　

変

更

後

　

種

類

入
浴
施
設

同
上

能

力

①

〇
・
五
二
九
㎥　
　

八
基

同
上

②

〇
・
八
六　

㎥　
　

一
基

同
上

③

〇
・
九
六　

㎥　
　

一
基

同
上

④

〇
・
九
五　

㎥　
　

一
基

同
上

⑤

〇
・
九
九　

㎥　
　

一
基

同
上

⑥

〇
・
八
八　

㎥　
　

一
基

同
上

⑦

〇
・
六
四　

㎥　
　

一
基

同
上

⑧

〇
・
九
四　

㎥　
　

一
基

同
上

⑨

二
・
四
一　

㎥　
　

二
基

同
上

⑩

〇
・
八
四　

㎥　
　

一
基

同
上

⑪

〇
・
六
八　

㎥　
　

一
基

同
上

⑫

〇
・
六
三　

㎥　
　

一
基

同
上

工

事

着

手

予

定

年

月

日

―

―

工

事

完

成

予

定

年

月

日

―

―

使

用

開

始

予

定

年

月

日

―

―

使

用

時

間

間

隔

連
続

同
上

一
日
当
た
り
の
使
用
時
間

一
八
時
間

同
上

使

用

の

季

節

的

変

動

な
し

同
上

単

位

通　

常　

の　

値

最　

大　

の　

値

通　

常　

の　

値

最　

大　

の　

値

①

五
・
九
一

　

七
・
五
九

三
九
・
六

三
九
・
六

②

一
・
〇
七

　

一
・
二
八

　

八
・
〇

　

八
・
〇

③

一
・
一
七

　

一
・
三
八

　

九
・
〇

　

九
・
〇

④

一
・
一
六

　

一
・
三
七

　

八
・
九

　

八
・
九

⑤

一
・
二
〇

　

一
・
四
一

　

九
・
三

　

九
・
三

（
告
示
）



令
和
七
年
五
月
二
十
三
日

大
分
県
報

五

汚
水
等
の
一
日
当
た
り
の
量

（
①
は
八
基
分
、
⑨
は

二
基
分
の
水
量
を
記
載
）

⑥

一
・
〇
九

　

一
・
三
〇

　

八
・
二

　

八
・
二

㎥
／
日
⑦

〇
・
八
五

　

一
・
〇
六

　

六
・
〇

　

六
・
〇

⑧

一
・
一
五

　

一
・
三
六

　

八
・
八

　

八
・
八

⑨

七
・
九
七

一
一
・
一
二

四
五
・
二

四
五
・
二

⑩

一
・
四　

　

二
・
一　

　

七
・
九

　

七
・
九

⑪

一
・
二
四

　

一
・
九
四

　

六
・
四

　

六
・
四

⑫

一
・
一
九

　

一
・
八
九

　

五
・
九

　

五
・
九

汚
水

等
の

汚
染

状
態

の
値

項

目

単

位

通　

常　

の　

値

最　

大　

の　

値

通　

常　

の　

値

最　

大　

の　

値

水
素
イ
オ
ン
濃
度

―

―

五
・
八
～
八
・
六

五
・
八
～
八
・
六

生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
㎎
／
Ｌ

―

―

一
〇　
　

二
〇　
　

化
学
的
酸
素
要
求
量
㎎
／
Ｌ

―

―

一
五　
　

三
〇　
　

浮

遊

物

質

量
㎎
／
Ｌ

―

―

一
〇　
　

二
〇　
　

窒

素

含

有

量
㎎
／
Ｌ

―

―

一
〇　
　

一
五　
　

り

ん

含

有

量
㎎
／
Ｌ

―

―

　

二　
　

　

二
・
五

　

７　

汚
水
等
の
処
理
の
方
法

区

分

　

変

更

前

　

　

変

更

後

　

種

類

浄
化
槽

同
上

処

理

方

式

流
量
調
整
担
体
流
動
浮
上
ろ
過
方
式

同
上

能

力

一
六
〇
人
槽

同
上

構

造

Ｆ
Ｒ
Ｐ
製

同
上

主

要

寸

法

縦
三
・
四
ｍ
×
横
一
一
・
二
ｍ
×
高
さ
三
・
七
ｍ

同
上

工

事

着

手

予

定

年

月

日

―

同
上

工

事

完

成

予

定

年

月

日

―

同
上

使

用

開

始

予

定

年

月

日

―

同
上

使

用

時

間

間

隔

連
続

同
上

一
日
当
た
り
の
使
用
時
間

二
四
時
間

同
上

使

用

の

季

節

的

変

動

な
し

同
上

（
告
示
）



令
和
七
年
五
月
二
十
三
日

大
分
県
報

六

汚
水
等
の
一
日
当
た
り
の
量

単

位

通　

常　

の　

値

最　

大　

の　

値

通　

常　

の　

値

最　

大　

の　

値

処　

理　

前

処　

理　

後

処　

理　

前

処　

理　

後

処　

理　

前

処　

理　

後

処　

理　

前

処　

理　

後

㎥
／
日

一
六
・
二
一

一
六
・
二
一

　

三
二　
　

　

三
二　
　

　

二
六　
　

　

二
六　
　

　

三
二　
　

　

三
二　
　

汚
水

等
の

汚
染

状
態

の
値

項

目

単

位

通　

常　

の　

値

最　

大　

の　

値

通　

常　

の　

値

最　

大　

の　

値

処　

理　

前

処　

理　

後

処　

理　

前

処　

理　

後

処　

理　

前

処　

理　

後

処　

理　

前

処　

理　

後

水
素
イ
オ
ン
濃
度

―

―

―

―

五
・
八
～
八
・
六

五
・
八
～
八
・
六

五
・
八
～
八
・
六

五
・
八
～
八
・
六

生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
㎎
／
Ｌ

―

―

―

―

一
六
〇　
　

　

一
〇　
　

二
〇
〇　
　

　

一
〇　
　

化
学
的
酸
素
要
求
量
㎎
／
Ｌ

―

―

―

―

　

八
〇　
　

　

一
五　
　

一
〇
〇　
　

　

一
五　
　

浮

遊

物

質

量
㎎
／
Ｌ

―

―

―

―

一
二
〇　
　

　

一
〇　
　

一
六
〇　
　

　

一
〇　
　

窒

素

含

有

量
㎎
／
Ｌ

―

―

―

―

　

四
〇　
　

　

一
六　
　

　

五
〇　
　

　

二
〇　
　

り

ん

含

有

量
㎎
／
Ｌ

―

―

―

―

　

一
二　
　

　
　

四　
　

　

一
五　
　

　
　

五　
　

大

腸

菌

数

CFU
／
mL

―

―

―

―

―

八
〇
〇
以
下

―

八
〇
〇　
　

区

分

　

変

更

前

　

　

変

更

後

　

種

類

ト
ラ
ッ
プ
桝
型

同
上

処

理

方

式

沈
殿
槽
方
式

同
上

能

力

一
七
・
〇
九
㎥
／
日
以
上

一
六
三
・
二
㎥
／
日
以
上

構

造

塩
ビ
管
＋
ト
ラ
ッ
プ
桝

同
上

主

要

寸

法

縦
〇
・
四
五
ｍ
×
横
〇
・
四
五
ｍ
×
高
さ
〇
・
六
〇
ｍ
×
６
個

同
上

工

事

着

手

予

定

年

月

日

―

同
上

工

事

完

成

予

定

年

月

日

―

同
上

使

用

開

始

予

定

年

月

日

―

同
上

使

用

時

間

間

隔

連
続

同
上

一
日
当
た
り
の
使
用
時
間

一
八
時
間

同
上

使

用

の

季

節

的

変

動

な
し

同
上

単

位

通　

常　

の　

値

最　

大　

の　

値

通　

常　

の　

値

最　

大　

の　

値

（
告
示
）



令
和
七
年
五
月
二
十
三
日

大
分
県
報

七

汚
水
等
の
一
日
当
た
り
の
量

処　

理　

前

処　

理　

後

処　

理　

前

処　

理　

後

処　

理　

前

処　

理　

後

処　

理　

前

処　

理　

後

㎥
／
日

一
五
・
七
九

一
五
・
七
九

一
七
・
〇
九

一
七
・
〇
九

一
六
三
・
二

一
六
三
・
二

一
六
三
・
二

一
六
三
・
二

汚
水

等
の

汚
染

状
態

の
値

項

目

単

位

通　

常　

の　

値

最　

大　

の　

値

通　

常　

の　

値

最　

大　

の　

値

処　

理　

前

処　

理　

後

処　

理　

前

処　

理　

後

処　

理　

前

処　

理　

後

処　

理　

前

処　

理　

後

水
素
イ
オ
ン
濃
度

―

―

―

―

五
・
八
～
八
・
六

五
・
八
～
八
・
六

五
・
八
～
八
・
六

五
・
八
～
八
・
六

生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
㎎
／
Ｌ

―

―

―

―

　

一
〇　
　

　

一
〇　
　

　

二
〇　
　

　

二
〇　
　

化
学
的
酸
素
要
求
量
㎎
／
Ｌ

―

―

―

―

　

一
五　
　

　

一
五　
　

　

三
〇　
　

　

三
〇　
　

浮

遊

物

質

量
㎎
／
Ｌ

―

―

―

―

　

一
〇　
　

　

一
〇　
　

　

二
〇　
　

　

二
〇　
　

窒

素

含

有

量
㎎
／
Ｌ

―

―

―

―

　

一
〇　
　

　

一
〇　
　

　

一
五　
　

　

一
五　
　

り

ん

含

有

量
㎎
／
Ｌ

―

―

―

―

　
　

二　
　

　
　

二　
　

　
　

二
・
五

　
　

二
・
五

区

分

　

変

更

前

　

　

変

更

後

　

種

類

―

浄
化
槽

処

理

方

式

―

流
量
調
整
担
体
流
動
浮
上
ろ
過
方
式

能

力

―

九
五
人
槽

構

造

―

Ｆ
Ｒ
Ｐ
製

主

要

寸

法

―

縦
三
・
三
ｍ
×
横
一
〇
・
〇
ｍ
×
高
さ
三
・
五
ｍ

工

事

着

手

予

定

年

月

日

―

許
可
後

工

事

完

成

予

定

年

月

日

―

令
八
・
四
・
三
〇

使

用

開

始

予

定

年

月

日

―

令
八
・
六
・
一

使

用

時

間

間

隔

―

連
続

一
日
当
た
り
の
使
用
時
間

―

二
四
時
間

使

用

の

季

節

的

変

動

―

な
し

汚
水
等
の
一
日
当
た
り
の
量

単

位

通　

常　

の　

値

最　

大　

の　

値

通　

常　

の　

値

最　

大　

の　

値

処　

理　

前

処　

理　

後

処　

理　

前

処　

理　

後

処　

理　

前

処　

理　

後

処　

理　

前

処　

理　

後

㎥
／
日

―

―

―

―

一
五

一
五

一
九

一
九

通　

常　

の　

値

最　

大　

の　

値

通　

常　

の　

値

最　

大　

の　

値

（
告
示
）



令
和
七
年
五
月
二
十
三
日

大
分
県
報

八

項

目

単

位

処　

理　

前

処　

理　

後

処　

理　

前

処　

理　

後

処　

理　

前

処　

理　

後

処　

理　

前

処　

理　

後

汚
水

等
の

汚
染

状
態

の
値

水
素
イ
オ
ン
濃
度

―

―

―

―

五
・
八
～
八
・
六

五
・
八
～
八
・
六

五
・
八
～
八
・
六

五
・
八
～
八
・
六

生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
㎎
／
Ｌ

―

―

―

―

一
六
〇　
　

　

一
〇　
　

二
〇
〇　
　

　

一
〇　
　

化
学
的
酸
素
要
求
量
㎎
／
Ｌ

―

―

―

―

　

八
〇　
　

　

一
五　
　

一
〇
〇　
　

　

一
五　
　

浮

遊

物

質

量
㎎
／
Ｌ

―

―

―

―

一
二
〇　
　

　

一
〇　
　

一
六
〇　
　

　

一
〇　
　

窒

素

含

有

量
㎎
／
Ｌ

―

―

―

―

　

四
〇　
　

　

一
六　
　

　

五
〇　
　

　

二
〇　
　

り

ん

含

有

量
㎎
／
Ｌ

―

―

―

―

　

一
二　
　

　
　

四　
　

　

一
五　
　

　
　

五　
　

大

腸

菌

数

CFU
／
mL

―

―

―

―

―

八
〇
〇
以
下

―

八
〇
〇　
　

　

８　

排
出
水
の
量
及
び
汚
染
状
態
の
値

区

分

　

変

更

前

　

　

変

更

後

　

排

水

口

名

排
水
口

№１

同
上

一
日
当
た
り
の
排
出
水
量

単

位

通　

常　

の　

値

最　

大　

の　

値

通　

常　

の　

値

最　

大　

の　

値

㎥
／
日

　

三
二
・
〇
〇

　

四
九
・
〇
九

一
八
九
・
二　

一
九
五
・
二　

汚
水

等
の

汚
染

状
態

の
値

項

目

単

位

通　

常　

の　

値

最　

大　

の　

値

通　

常　

の　

値

最　

大　

の　

値

水
素
イ
オ
ン
濃
度

―

―

五
・
八
～
八
・
六

五
・
八
～
八
・
六

生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
㎎
／
Ｌ

―

―

　

一
〇
・
〇

　

一
八
・
四

化
学
的
酸
素
要
求
量
㎎
／
Ｌ

―

―

　

一
五
・
〇

　

二
七
・
五

浮

遊

物

質

量
㎎
／
Ｌ

―

―

　

一
〇
・
〇

　

一
八
・
四

窒

素

含

有

量
㎎
／
Ｌ

―

―

　

一
〇
・
八

　

一
五
・
八

り

ん

含

有

量
㎎
／
Ｌ

―

―

　
　

二
・
三

　
　

二
・
九

大

腸

菌

数

CFU
／
mL

―

―

八
〇
〇
以
下

八
〇
〇　
　

区

分

　

変

更

前

　

　

変

更

後

　

排

水

口

名

排
水
口

№２

同
上

（
告
示
）



令
和
七
年
五
月
二
十
三
日

大
分
県
報

九

一
日
当
た
り
の
排
出
水
量

単

位

通　

常　

の　

値

最　

大　

の　

値

通　

常　

の　

値

最　

大　

の　

値

㎥
／
日

―

―

一
一
六
・
四

一
二
〇
・
四

汚
水

等
の

汚
染

状
態

の
値

項

目

単

位

通　

常　

の　

値

最　

大　

の　

値

通　

常　

の　

値

最　

大　

の　

値

水
素
イ
オ
ン
濃
度

―

―

五
・
八
～
八
・
六

五
・
八
～
八
・
六

生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
㎎
／
Ｌ

―

―

　

一
〇
・
〇

　

一
八
・
四

化
学
的
酸
素
要
求
量
㎎
／
Ｌ

―

―

　

一
五
・
〇

　

二
七
・
五

浮

遊

物

質

量
㎎
／
Ｌ

―

―

　

一
〇
・
〇

　

一
八
・
四

窒

素

含

有

量
㎎
／
Ｌ

―

―

　

一
〇
・
八

　

一
五
・
八

り

ん

含

有

量
㎎
／
Ｌ

―

―

　
　

二
・
三

　
　

二
・
九

大

腸

菌

数

CFU
／
mL

―

―

八
〇
〇
以
下

八
〇
〇　
　

二　

事
前
評
価
に
関
す
る
書
面
の
縦
覧
期
間
及
び
縦
覧
場
所

　

１　

縦
覧
期
間

　
　
　

令
和
七
年
五
月
二
十
三
日
か
ら
同
年
六
月
十
三
日
ま
で

　

２　

縦
覧
場
所

　
　
　

大
分
県
生
活
環
境
部
環
境
保
全
課
及
び
由
布
市
役
所

（
告
示
）



令
和
七
年
五
月
二
十
三
日

大
分
県
報

一
〇

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
二
百
五
十
二
号

　

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二

十
九
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
七
年
度
指
定
予
定
の

鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区
の
名
称
、
区
域
、
存
続
期
間
及
び
当
該
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区
の
保
護
に

関
す
る
指
針
の
案
を
次
の
と
お
り
定
め
た
の
で
、
当
該
指
針
案
を
令
和
七
年
五
月
二
十
三
日
か
ら
同
年
六
月

六
日
ま
で
、
次
の
場
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
当
該
区
域
の
住
民
及
び
利
害
関
係
人
は
縦
覧
期
間
が
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
、
当
該
指
針
案
に

つ
い
て
の
意
見
書
を
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

令
和
七
年
五
月
二
十
三
日

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

一　

名
称

　
　

山
下
湖
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区

二　

区
域

　
　

由
布
市
湯
布
院
町
川
西
の
市
道
湯
平
山
下
線
と
私
道
倉
本
小
田
の
池
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
私

　

道
を
東
に
進
み
、
通
称
「
中
村
越
」
に
至
り
、
同
所
か
ら
倉
本
集
落
に
通
じ
る
山
道
を
南
東
に
進
み
、
九

　

州
林
産
山
下
池
二
号
作
業
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
作
業
道
を
南
西
に
進
み
、
山
下
池
に
向
か
う
遊
歩
道

　

と
の
交
点
に
至
り
、
同
遊
歩
道
を
西
に
進
み
、
九
州
林
産
東
集
材
路
と
の
交
点
に
至
り
、
同
集
材
路
を
南

　

西
に
進
み
、
市
道
湯
平
山
下
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
北
に
進
み
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
面

　

積
百
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
区
域

三　

存
続
期
間

　
　

令
和
七
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
十
七
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

四　

特
別
保
護
地
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針
の
案

　

１　

指
定
区
分

　
　
　

森
林
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区

　

２　

指
定
目
的

　
　
　

山
下
池
、
小
田
の
池
周
辺
は
、
カ
イ
ツ
ブ
リ
や
冬
期
に
飛
来
す
る
カ
モ
類
を
は
じ
め
と
し
た
水
鳥
な

　
　

ど
の
鳥
類
を
中
心
に
多
種
の
森
林
鳥
獣
の
生
息
地
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
形
、
植
生
も
変
化
に
富

　
　

み
、
森
林
鳥
獣
の
生
息
に
最
適
な
環
境
で
あ
る
た
め
、
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区
と
し
て
指
定
し
、

　
　

特
に
自
然
環
境
の
保
全
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

　

３　

管
理
方
針

　
　
　

県
の
職
員
、
鳥
獣
行
政
推
進
員
に
よ
る
現
場
巡
視
及
び
聞
き
取
り
調
査
等
を
通
じ
て
、
鳥
獣
の
生
息

　
　

状
況
を
把
握
し
、
生
息
環
境
の
保
護
に
努
め
る
。

五　

縦
覧
場
所

　
　

大
分
県
農
林
水
産
部
森
と
の
共
生
推
進
室

　
　

大
分
県
中
部
振
興
局
農
山
漁
村
振
興
部

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
二
百
五
十
三
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
道
路
の

供
用
を
開
始
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
七
年
五
月
二
十
三
日
か
ら
二
週
間
大
分
県
土
木
建
築
部
道
路
保
全
課
に
備
え
置

い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
七
年
五
月
二
十
三
日

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

道
路
の
種
類
及
び
路
線
名

供　

用　

開　

始　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

一
般
国
道
二
一
二
号

日
田
市
大
字
三
和
字
日
ノ
本
二
七
一
五
番
一
六
か

ら日
田
市
大
字
三
和
字
日
ノ
本
二
七
〇
七
番
一
ま
で

令
七
・　

五
・
二
三

日
田
市
大
字
三
和
字
下
五
反
田
二
六
三
六
番
四
か

ら日
田
市
大
字
三
和
字
桑
原
七
八
五
番
三
ま
で

○
公
　
　
　
　
　
告

　

大
分
県
食
の
安
全
・
安
心
推
進
条
例
（
平
成
十
七
年
大
分
県
条
例
第
十
九
号
）
第
十
六
条
第
二
項
第
一
号

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
ふ
ぐ
処
理
講
習
会
を
開
催
す
る
。

　
　

令
和
七
年
五
月
二
十
三
日

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

一　

講
習
会
の
開
催
期
日
及
び
場
所

　

１　

開
催
日
時　

令
和
七
年
九
月
三
日
（
水
曜
日
）
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
三
十
分
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　

な
お
、
受
付
時
間
は
、
午
前
九
時
か
ら
午
前
九
時
二
十
五
分
ま
で
と
す
る
。

　

２　

開
催
場
所　

大
分
市
金
池
南
一
丁
目
五
番
一
号　

ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分

二　

講
習
会
の
受
講
申
込
み
の
受
付
期
間
及
び
場
所

（
告
示
・
公
告
）



令
和
七
年
五
月
二
十
三
日

大
分
県
報

一
一

　

１　

受
付
期
間　

令
和
七
年
七
月
二
十
八
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
年
八
月
一
日
（
金
曜
日
）
ま
で

　

２　

受
付
場
所

　
　
　

次
の
表
に
掲
げ
る
一
般
社
団
法
人
大
分
県
食
品
衛
生
協
会
の
各
支
部

支　

部　

名

所　
　
　

在　
　
　

地

国
東
支
部

国
東
市
国
東
町
安
国
寺
七
八
六
番
地
一　

東
部
保
健
所
国
東
保
健
部
内

速
見
支
部

速
見
郡
日
出
町
字
仁
王
山
三
五
三
一
番
地
二
四　

日
出
総
合
庁
舎
内

別
府
支
部

別
府
市
大
字
鶴
見
字
下
田
井
一
四
番
地
一　

東
部
保
健
所
内

由
布
支
部

由
布
市
庄
内
町
柿
原
三
三
七
番
地
二　

中
部
保
健
所
由
布
保
健
部
内

臼
杵
支
部

臼
杵
市
大
字
臼
杵
字
洲
崎
七
二
番
地
三
四　

中
部
保
健
所
内

津
久
見
市
支
部

津
久
見
市
港
町
一
番
二
一
号　

津
久
見
商
工
会
議
所
内

佐
伯
支
部

佐
伯
市
向
島
一
丁
目
四
番
一
号　

南
部
保
健
所
内

豊
後
大
野
支
部

豊
後
大
野
市
三
重
町
市
場
九
三
四
番
地
二　

豊
肥
保
健
所
内

竹
田
支
部

竹
田
市
大
字
竹
田
字
山
手
一
五
〇
一
番
地
二　

竹
田
総
合
庁
舎
内

日
田
支
部

日
田
市
田
島
二
丁
目
二
番
五
号　

西
部
保
健
所
内

玖
珠
郡
支
部

玖
珠
郡
玖
珠
町
大
字
塚
脇
一
三
七
番
地
一　

玖
珠
総
合
庁
舎
内

中
津
支
部

中
津
市
中
央
町
一
丁
目
一
〇
番
四
二
号　

北
部
保
健
所
内

宇
佐
支
部

宇
佐
市
大
字
法
鏡
寺
二
三
五
番
地
一　

宇
佐
総
合
庁
舎
別
棟
内

豊
後
高
田
支
部

豊
後
高
田
市
是
永
町
三
九
番
地　

北
部
保
健
所
豊
後
高
田
保
健
部
内

大
分
市
支
部

大
分
市
荷
揚
町
六
番
一
号　

大
分
市
保
健
所
内

　
　
　
　
　
　
　

　

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第
三
百

七
十
二
号
）
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
調
達
契
約
の
締
結
が
見
込
ま
れ
る
の
で
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

　
　

令
和
七
年
五
月
二
十
三
日

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

一　

調
達
を
す
る
特
定
役
務
の
種
類

　
　

大
分
県
学
習
者
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
調
達
業
務

二　

競
争
入
札
の
参
加
者
資
格

　

１　

次
の
㈠
か
ら
㈥
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
競
争
入
札
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
　

㈠　

競
争
入
札
に
係
る
契
約
を
締
結
す
る
能
力
を
有
し
な
い
者
（
被
補
助
人
、
被
保
佐
人
又
は
未
成
年

　
　
　

者
で
あ
っ
て
、
契
約
締
結
の
た
め
に
必
要
な
同
意
を
得
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
破
産
者
で
復

　
　
　

権
を
得
な
い
者

　
　

㈡　

暴
力
団
員
（
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十

　
　
　

七
号
）
第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
暴
力
団
（
同
条
第
二

　
　
　

号
に
規
定
す
る
暴
力
団
を
い
う
。
）
若
し
く
は
暴
力
団
員
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
者

　
　

㈢　

大
分
県
が
発
注
す
る
物
品
等
の
調
達
、
売
払
い
及
び
役
務
の
提
供
に
係
る
競
争
入
札
に
参
加
す
る

　
　
　

者
に
必
要
な
資
格
（
令
和
二
年
大
分
県
告
示
第
三
百
二
十
六
号
。
以
下
「
告
示
」
と
い
う
。
）
第
九

　
　
　

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
競
争
入
札
に
参
加
さ
せ
な
い
こ
と
と
さ
れ
、
定
め
ら
れ
た
期
間
を
経
過

　
　
　

し
て
い
な
い
者

　
　

㈣　

営
業
に
関
し
、
許
可
、
認
可
等
を
必
要
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
を
得
て
い
な
い
者

　
　

㈤　

国
税
又
は
大
分
県
税
を
滞
納
し
て
い
る
者

　
　

㈥　

資
格
審
査
の
申
請
を
行
う
日
（
以
下
「
申
請
日
」
と
い
う
。
）
の
属
す
る
月
の
前
月
の
末
日
（
以

　
　
　

下
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
継
続
し
て
事
業
を
営
ん
で
い
る
期
間
が
一
年
未
満
で
あ
る
者

　
　
　

（
基
準
日
に
お
い
て
継
続
し
て
一
年
以
上
事
業
を
営
ん
で
い
た
者
か
ら
、
当
該
事
業
に
係
る
営
業
の

　
　
　

全
部
又
は
一
部
を
承
継
し
た
者
を
除
く
。
）

　

２　

資
格
審
査
事
項
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈠　

営
業
年
数
（
基
準
日
ま
で
の
営
業
年
数
を
い
う
。
）

　
　

㈡　

営
業
実
績
（
申
請
日
の
直
前
の
決
算
期
か
ら
一
年
前
ま
で
の
間
の
事
業
年
度
（
当
該
事
業
年
度
の

　
　
　

決
算
が
申
請
日
ま
で
に
確
定
し
な
い
場
合
は
、
決
算
の
確
定
し
て
い
る
事
業
年
度
。
以
下
「
基
準
年

　
　
　

度
」
と
い
う
。
）
の
販
売
実
績
や
契
約
実
績
を
い
う
。
）

　
　

㈢　

経
営
規
模

　
　
　

⑴　

従
業
員
数
（
基
準
日
に
お
け
る
営
業
に
従
事
す
る
者
の
数
を
い
う
。
）

　
　
　

⑵　

自
己
資
本
額
（
基
準
年
度
の
決
算
に
お
け
る
自
己
資
本
金
の
額
を
い
う
。
）

　
　

㈣　

経
営
比
率
（
基
準
年
度
の
決
算
に
お
け
る
流
動
比
率
、
自
己
資
本
固
定
比
率
及
び
利
益
率
を
い

　
　
　

う
。
）

　
　

㈤　

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
事
項

三　

入
札
を
希
望
す
る
者
の
資
格
審
査
申
請
の
方
法
等

　

１　

申
請
の
方
法（

公
告
）



令
和
七
年
五
月
二
十
三
日

大
分
県
報

一
二

（
公
告
）

（
公
告
）

　
　
　

県
の
所
定
の
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
及
び
添
付
書
類
を
知
事
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

　

２　

申
請
書
の
提
出
先
及
び
問
合
せ
先

　
　
　

大
分
県
市
町
村
物
品
等
入
札
参
加
資
格
共
同
受
付
セ
ン
タ
ー
（
大
分
県
会
計
管
理
局
用
度
管
財
課
物

　
　

品
調
達
班
内
）

　
　
　

〒
八
七
○
―
八
五
○
一　

大
分
市
大
手
町
三
丁
目
一
番
一
号

　
　
　

電
話　

○
九
七
―
五
○
六
―
二
八
三
一

　

３　

申
請
の
時
期　

　
　
　

令
和
七
年
五
月
二
十
三
日
（
金
）
か
ら
同
月
二
十
九
日
（
木
）
ま
で
と
す
る
。

四　

入
札
参
加
資
格
の
有
効
期
間
及
び
当
該
期
間
の
更
新
手
続

　

１　

有
効
期
間

　
　
　

入
札
参
加
資
格
の
有
効
期
間
は
、
資
格
を
取
得
し
た
日
か
ら
令
和
八
年
九
月
三
十
日
ま
で
と
す
る
。

　

２　

更
新
手
続

　
　
　

令
和
八
年
十
月
一
日
以
後
、
入
札
参
加
資
格
を
得
よ
う
と
す
る
者
は
、
告
示
に
基
づ
く
入
札
参
加
資

　
　

格
の
審
査
の
申
請
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

五　

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
の
入
手
方
法

　

１　

申
請
書
の
交
付
場
所

　
　
　

三
の
２
に
同
じ
。

　

２　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
入
手

　
　
　

大
分
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.pref.oita.jp/soshiki/20100/shikaku2024.htm
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六　

入
札
参
加
資
格
の
取
消
し
等

　

１　

入
札
参
加
資
格
を
取
得
し
た
者
が
次
の
㈠
か
ら
㈣
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
そ
の
他
知
事

　
　

が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
当
該
入
札
参
加
資
格
を
取
り
消
し
、
又
は
三
年
以
内
の
期
間
を
定
め
て
競

　
　

争
入
札
に
参
加
さ
せ
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

㈠　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
四
第
二
項
に
規
定
す

　
　
　

る
者
に
該
当
す
る
と
判
明
し
た
場
合

　
　

㈡　

二
の
１
の
㈠
か
ら
㈤
ま
で
の
事
由
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と
判
明
し
た
場
合

　
　

㈢　

資
格
審
査
の
申
請
書
及
び
そ
の
添
付
書
類
に
故
意
に
虚
偽
の
事
実
を
記
載
し
た
こ
と
が
判
明
し
た

　
　
　

場
合

　
　

㈣　

廃
業
等
の
届
出
又
は
入
札
参
加
を
希
望
し
て
い
る
業
種
等
の
全
て
を
取
り
下
げ
る
届
出
を
行
っ
た

　
　
　

場
合

　

２　

１
の
㈠
か
ら
㈢
ま
で
の
事
由
に
よ
り
入
札
参
加
資
格
を
取
り
消
し
、
又
は
競
争
入
札
に
参
加
さ
せ
な

　
　

い
こ
と
と
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
当
該
入
札
参
加
資
格
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

　
次

の
と

お
り

総
合

評
価

一
般

競
争

入
札

に
付

す
る

の
で

公
告

す
る

。
　

　
令

和
７

年
５

月
23日

大
分

県
知

事
　

　
佐

　
　

　
藤

　
　

　
樹

　
一

　
郎

　
１

　
調

達
を

す
る

特
定

役
務

の
種

類
　

⑴
　

業
務

名
　

　
　

大
分

県
学

習
者

用
タ

ブ
レ

ッ
ト

端
末

調
達

業
務

　
⑵

　
委

託
期

間
　

　
　

契
約

締
結

日
か

ら
令

和
８

年
３

月
31日

　
⑶

　
業

務
実

施
場

所
　

　
　

大
分

県
知

事
が

指
定

す
る

場
所

２
　

競
争

に
参

加
す

る
者

に
必

要
な

資
格

に
関

す
る

事
項

　
　

次
に

掲
げ

る
全

て
の

要
件

を
満

た
し

て
い

る
者

に
限

り
入

札
参

加
を

認
め

る
。

　
⑴

　
地

方
自

治
法

施
行

令
（

昭
和

22年
政

令
第

16号
）

第
167条

の
４

の
規

定
に

該
当

し
な

い
者

で
あ

る
　

　
こ

と
。

　
⑵

　
こ

の
調

達
に

係
る

仕
様

書
に

基
づ

き
、

大
分

県
共

同
利

用
型

電
子

入
札

シ
ス

テ
ム

に
よ

り
令

和
７

年
　

　
６

月
23日

（
月

）
午

後
３

時
ま

で
に

入
札

参
加

申
請

を
行

い
、

入
札

参
加

の
承

認
を

受
け

た
者

で
あ

る
　

　
こ

と
。

　
⑶

　
こ

の
公

告
の

日
か

ら
下

記
10に

掲
げ

る
開

札
ま

で
の

間
に

、
大

分
県

が
発

注
す

る
物

品
等

の
調

達
、

　
　

売
払

い
及

び
役

務
の

提
供

に
係

る
競

争
入

札
参

加
資

格
を

有
す

る
者

に
対

す
る

指
名

停
止

の
措

置
を

受
　

　
け

て
い

な
い

者
で

あ
る

こ
と

。
　

⑷
　

自
己

又
は

自
己

の
役

員
等

が
、

次
の

い
ず

れ
に

も
該

当
し

な
い

者
で

あ
る

こ
と

及
び

次
に

掲
げ

る
者

　
　

が
、

そ
の

経
営

に
実

質
的

に
関

与
し

て
い

な
い

こ
と

。
　

　
　

な
お

、
資

格
要

件
確

認
の

た
め

、
大

分
県

警
察

本
部

に
照

会
す

る
場

合
が

あ
る

。
　

　
ア

　
暴

力
団

（
暴

力
団

員
に

よ
る

不
当

な
行

為
の

防
止

等
に

関
す

る
法

律
（

平
成

３
年

法
律

第
77号

）
　

　
　

第
２

条
第

２
号

に
規

定
す

る
暴

力
団

を
い

う
。

以
下

同
じ

。
）

　
　

イ
　

暴
力

団
員

（
同

条
第

６
号

に
規

定
す

る
暴

力
団

員
を

い
う

。
以

下
同

じ
。

）
　

　
ウ

　
暴

力
団

員
が

役
員

と
な

っ
て

い
る

事
業

者
　

　
エ

　
暴

力
団

員
で

あ
る

こ
と

を
知

り
な

が
ら

、
そ

の
者

を
雇

用
し

、
又

は
使

用
し

て
い

る
者

　
　

オ
　

暴
力

団
員

で
あ

る
こ

と
を

知
り

な
が

ら
、

そ
の

者
と

下
請

契
約

又
は

資
材

若
し

く
は

原
材

料
の

購
　

　
　

入
契

約
等

を
締

結
し

て
い

る
者

　
　

カ
　

暴
力

団
又

は
暴

力
団

員
に

経
済

上
の

利
益

や
便

宜
を

供
与

し
て

い
る

者



令
和
七
年
五
月
二
十
三
日

大
分
県
報

一
三

　
　

キ
　

暴
力

団
又

は
暴

力
団

員
と

社
会

通
念

上
ふ

さ
わ

し
く

な
い

交
際

を
有

す
る

な
ど

社
会

的
に

非
難

さ
　

　
　

れ
る

関
係

を
有

し
て

い
る

者
　

　
ク

　
暴

力
団

又
は

暴
力

団
員

で
あ

る
こ

と
を

知
り

な
が

ら
こ

れ
ら

を
利

用
し

て
い

る
者

３
　

競
争

入
札

に
参

加
す

る
者

に
必

要
な

資
格

を
有

す
る

か
ど

う
か

の
審

査
を

申
請

す
る

時
期

及
び

場
所

　
競

争
入

札
参

加
資

格
の

な
い

者
で

入
札

を
希

望
す

る
者

は
、

競
争

入
札

参
加

資
格

審
査

申
請

書
に

必
要

書
　

類
を

添
付

し
て

、
次

に
掲

げ
る

時
期

及
び

場
所

に
提

出
す

る
こ

と
。

　
⑴

　
申

請
の

時
期

　
　

　
令

和
７

年
５

月
23日

（
金

）
か

ら
同

月
29日

（
木

）
ま

で
と

す
る

。
な

お
、

申
請

者
が

期
日

以
降

に
　

　
申

請
を

希
望

す
る

場
合

は
、

そ
の

後
も

随
時

受
け

付
け

る
が

、
入

札
に

間
に

合
わ

な
い

場
合

が
あ

る
。

　
⑵

　
競

争
入

札
参

加
資

格
申

請
書

の
入

手
場

所
、

提
出

先
及

び
問

合
せ

先
　

　
　

大
分

県
市

町
村

物
品

等
入

札
参

加
資

格
共

同
受

付
セ

ン
タ

ー
（

大
分

県
会

計
管

理
局

用
度

管
財

課
物

　
　

品
調

達
班

内
）

　
　

　
〒

870－
8501　

大
分

市
大

手
町

３
丁

目
１

番
１

号
　

　
　

電
話

　
097－

506－
2831

　
　

　
大

分
県

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
https://w

w
w

.pref.oita.jp/soshiki/20100/shikaku2024.htm
l

４
　

契
約

に
関

す
る

事
務

を
担

当
す

る
部

局
の

名
称

　
　

 大
分

県
教

育
庁

教
育

Ｄ
Ｘ

推
進

課
企

画
・

管
理

班
　

　
〒

870－
8503　

大
分

市
府

内
町

３
丁

目
10番

１
号

　
大

分
県

庁
舎

別
館

７
階

　
　

電
話

　
097－

506－
5441

５
　

契
約

条
項

を
示

す
場

所
及

び
日

時
　

⑴
　

場
所

　
　

　
上

記
４

に
同

じ
。

　
⑵

　
日

時
　

　
　

　
令

和
７

年
５

月
23日

（
金

）
か

ら
同

年
７

月
１

日
（

火
）

ま
で

（
日

曜
日

及
び

土
曜

日
を

除
く

。
）

　
　

の
午

前
８

時
30分

か
ら

午
後

５
時

15分
ま

で
６

　
入

札
説

明
書

の
交

付
場

所
及

び
日

時
　

　
上

記
５

に
同

じ
。

７
　

入
札

書
及

び
契

約
の

手
続

に
お

い
て

使
用

す
る

言
語

及
び

通
貨

　
⑴

　
使

用
言

語
　

日
本

語
　

⑵
　

通
　

　
貨

　
日

本
国

通
貨

８
　

入
札

書
の

提
出

場
所

及
び

提
出

期
限

　
⑴

　
提

出
場

所
　

大
分

県
庁

舎
別

館
７

階
　

大
分

県
教

育
庁

教
育

Ｄ
Ｘ

推
進

課
企

画
・

管
理

班

　
　

　
〒

870－
8503　

大
分

市
府

内
町

３
丁

目
10番

１
号

　
⑵

　
提

出
期

限
　

令
和

７
年

７
月

２
日

（
水

）
午

前
10時

00分
　

時
間

厳
守

　
９

　
大

分
県

共
同

利
用

型
電

子
入

札
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

入
札

金
額

の
入

力
期

限
　

　
本

件
入

札
は

、
大

分
県

共
同

利
用

型
電

子
入

札
シ

ス
テ

ム
で

行
う

。
ま

た
、

入
札

に
係

る
事

項
は

、
こ

　
の

一
般

競
争

入
札

の
実

施
に

定
め

る
も

の
の

ほ
か

、
大

分
県

共
同

利
用

型
電

子
入

札
シ

ス
テ

ム
運

用
基

準
　

に
よ

る
。

　
　

大
分

県
共

同
利

用
型

電
子

入
札

シ
ス

テ
ム

に
よ

り
、

次
の

期
間

に
入

札
金

額
を

入
力

す
る

も
の

と
す

　
る

。
た

だ
し

、
紙

に
よ

る
入

札
を

希
望

す
る

者
は

、
教

育
Ｄ

Ｘ
推

進
課

に
お

い
て

、
２

の
⑵

に
よ

る
承

認
　

を
受

け
た

後
、

４
の

場
所

に
令

和
７

年
７

月
２

日
（

水
）

午
前

10時
ま

で
に

大
分

県
学

習
者

用
タ

ブ
レ

ッ
　

ト
端

末
調

達
業

務
委

託
に

係
る

入
札

説
明

書
様

式
１

及
び

様
式

２
を

持
参

又
は

郵
送

に
よ

り
提

出
す

る
こ

　
と

。
　

　
期

　
　

間
　

自
　

令
和

７
年

６
月

23日
（

月
）

午
後

３
時

　
　

　
　

　
　

　
至

　
令

和
７

年
７

月
２

日
（

水
）

午
前

10時
10　

開
札

の
場

所
及

び
日

時
等

　
⑴

　
開

札
場

所
　

大
分

県
庁

舎
別

館
7階

　
教

育
Ｄ

Ｘ
推

進
課

　
　

　
　

　
　

　
　

〒
870－

8503　
大

分
市

府
内

町
３

丁
目

10番
１

号
　

⑵
　

日
　

　
時

　
令

和
７

年
７

月
２

日
（

水
）

午
前

11時
　

⑶
　

再
度

入
札

　
開

札
し

た
場

合
に

お
い

て
、

落
札

者
が

い
な

い
と

き
は

、
地

方
自

治
法

施
行

令
第

167
　

　
条

の
８

第
４

項
の

規
定

に
よ

り
再

度
入

札
を

行
う

。
11　

入
札

保
証

金
に

関
す

る
事

項
　

　
大

分
県

契
約

事
務

規
則

（
昭

和
39年

大
分

県
規

則
第

22号
）

第
20条

第
３

項
第

２
号

の
規

定
に

よ
り

免
　

除
す

る
。

12　
契

約
保

証
金

に
関

す
る

事
項

　
　

大
分

県
契

約
事

務
規

則
第

５
条

第
３

項
第

９
号

の
規

定
に

よ
り

免
除

す
る

。
13　

入
札

の
無

効
　

　
大

分
県

契
約

事
務

規
則

第
27条

に
規

定
す

る
事

項
の

ほ
か

、
次

に
掲

げ
る

事
項

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
　

る
入

札
は

無
効

と
す

る
。

　
　

な
お

、
無

効
入

札
を

し
た

者
は

、
再

度
入

札
に

参
加

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
場

合
が

あ
る

。
　

⑴
　

金
額

の
記

載
が

な
い

も
の

　
⑵

　
入

札
に

関
す

る
条

件
に

違
反

し
た

も
の

　
⑶

　
入

札
書

が
所

定
の

場
所

及
び

日
時

に
到

達
し

な
い

と
き

。
　

⑷
　

入
札

書
に

入
札

者
又

は
そ

の
代

理
人

の
記

名
が

な
く

、
入

札
者

が
判

明
で

き
な

い
と

き
。

（
公
告
）
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14　
最

低
制

限
価

格
に

関
す

る
事

項
　

　
　

設
定

し
な

い
。

15　
落

札
者

の
決

定
方

法
　

⑴
　

入
札

価
格

が
予

定
価

格
の

制
限

の
範

囲
内

で
あ

る
者

の
う

ち
、

提
案

書
評

価
に

よ
る

「
企

画
提

案
　

　
点

」
と

、
入

札
価

格
評

価
に

よ
る

「
評

価
点

」
の

合
計

点
が

最
も

高
い

者
を

落
札

者
と

す
る

。
た

だ
　

　
し

、
提

案
書

評
価

基
準

表
で

必
須

と
さ

れ
る

評
価

細
目

に
１

細
目

で
も

０
点

の
細

目
が

あ
っ

た
場

合
は

　
　

落
札

者
と

し
な

い
。

　
⑵

　
落

札
者

と
な

る
べ

き
者

の
入

札
価

格
に

よ
っ

て
は

、
そ

の
者

に
よ

り
当

該
契

約
の

内
容

に
適

合
し

た
　

　
履

行
が

さ
れ

な
い

お
そ

れ
が

あ
る

と
認

め
ら

れ
る

と
き

、
又

は
そ

の
者

と
契

約
を

締
結

す
る

こ
と

が
公

　
　

正
な

取
引

の
秩

序
を

乱
す

こ
と

と
な

る
お

そ
れ

が
あ

っ
て

著
し

く
不

適
当

で
あ

る
と

認
め

ら
れ

る
と

き
　

　
は

、
予

定
価

格
の

制
限

の
範

囲
内

の
価

格
を

も
っ

て
入

札
し

た
他

の
者

の
う

ち
、

価
格

そ
の

他
の

条
件

　
　

が
本

県
に

と
っ

て
最

も
有

利
な

も
の

を
も

っ
て

申
込

み
を

し
た

者
を

落
札

者
と

す
る

こ
と

が
あ

る
。

　
⑶

　
落

札
者

と
な

る
べ

き
合

計
点

数
の

最
も

高
い

者
が

２
者

以
上

あ
る

と
き

は
、

当
該

入
札

者
に

く
じ

を
　

　
引

か
せ

て
落

札
者

を
決

定
す

る
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
当

該
入

札
者

の
う

ち
、

く
じ

を
引

か
な

い
者

　
　

が
あ

る
と

き
は

、
こ

れ
に

代
え

て
当

該
入

札
事

務
に

関
係

の
な

い
職

員
に

く
じ

を
引

か
せ

る
も

の
と

す
　

　
る

。
16　

仮
契

約
の

締
結

等
　

　
こ

の
調

達
に

係
る

契
約

は
、

地
方

自
治

法
（

昭
和

22年
法

律
第

67号
）

第
96条

第
１

項
第

８
号

及
び

大
　

分
県

県
有

財
産

条
例

（
昭

和
39年

大
分

県
条

例
第

28号
）

第
２

条
の

規
定

に
よ

り
、

大
分

県
議

会
の

議
決

　
を

要
す

る
た

め
、

落
札

者
の

決
定

後
は

、
県

と
落

札
者

と
の

間
に

仮
契

約
を

締
結

し
、

議
会

の
議

決
後

　
に

、
本

契
約

を
締

結
す

る
も

の
と

す
る

。
　

　
な

お
、

落
札

者
の

決
定

か
ら

大
分

県
議

会
の

議
決

ま
で

の
間

に
、

落
札

者
が

２
に

揚
げ

る
要

件
の

い
ず

　
れ

か
を

満
た

さ
な

く
な

っ
た

場
合

は
、

本
契

約
を

締
結

し
な

い
こ

と
が

あ
る

。
本

契
約

を
締

結
し

な
い

取
　

扱
い

を
し

た
場

合
に

つ
い

て
は

、
県

は
一

切
の

損
害

賠
償

の
責

め
を

負
わ

な
い

も
の

と
す

る
。

17　
そ

の
他

　
⑴

　
こ

の
調

達
は

、
世

界
貿

易
機

関
（

Ｗ
Ｔ

Ｏ
）

に
基

づ
く

政
府

調
達

に
関

す
る

協
定

の
適

用
を

受
け

　
　

る
。

　
⑵

　
そ

の
他

の
詳

細
は

、
入

札
説

明
書

に
よ

る
。

18　
 Sum

m
ary

　
⑴

　
O

utsourcing nam
e 

　
　

　
Procurem

ent of tablet devices for public school students of O
ita prefecture

　
⑵

　
D

eadline for subm
ission of tenders

（
公
告
）

　
　

　
10:00 A

M
, 2 July 2025 　

　
　

⑶
　

Contact point for the notice
　

　
　

Educational D
X

 A
cceleration D

ivision, O
ita prefectural Board of Education

　
　

　
O

ita prefectural governm
ent building, A

nnex 7F, 3－
10－

1, Funai-chou, O
ita-City　

　
　

　
870－

8503, Japan 
　

　
　

T
el:097－

506－
5441


